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●
本
区
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
感
染

者
が
増
加
し
て
い
る
が
、
空
港
や
指
定

医
療
機
関
を
持
つ
区
の
対
応
を
伺
う
。

答
区
に
は
羽
田
空
港
や
感
染
症
指
定
医

療
機
関
で
あ
る
荏
原
病
院
が
あ
る
が
、

平
時
か
ら
会
議
や
訓
練
を
通
じ
感
染
症

発
生
に
備
え
連
携
し
て
お
り
、
今
回
の

事
例
で
も
そ
の
関
係
を
い
か
し
対
応
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
、
対
策
を
進
め
て
い
く
。

●
財
政
に
つ
い
て

問
令
和
２
年
度
予
算
案
を
編
成
し
終
え

た
所
感
と
本
予
算
に
込
め
た
区
長
の
思

い
を
伺
う
。

答
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
の
ま

ち
開
き
や
東
京
２
０
２
０
大
会
な
ど
を

契
機
と
し
た
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
も

ち
ろ
ん
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
少
子
・

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
や
公
共
施
設
の

更
新
な
ど
、
区
政
の
課
題
を
着
実
に
解

決
す
る
予
算
と
し
て
、
４
つ
の
重
点
課

題
に
優
先
的
に
取
り
組
む
予
算
と
し
た
。

本
予
算
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
確
実
に

進
め
る
こ
と
で
、
区
の
将
来
像
を
更
に

現
実
的
な
も
の
と
し
、
73
万
区
民
の
期

待
に
応
え
て
い
く
。

問
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
基
金
や
区

債
の
活
用
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
見

通
し
か
伺
う
。

答
今
後
想
定
さ
れ
る
膨
大
な
財
政
需
要

を
勘
案
す
る
と
、
決
し
て
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
る
。
区
民
の
目
線
に
立

っ
た
事
業
の
見
直
し
・
再
構
築
や
経
常

経
費
の
節
減
に
取
り
組
む
ほ
か
、
特
別

区
税
の
モ
バ
イ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
開

始
に
よ
る
区
民
サ
ー
ビ
ス
及
び
収
納
率

の
向
上
を
は
じ
め
、
国
や
都
の
補
助
金

や
、
基
金
、
特
別
区
債
の
効
果
的
な
活

用
な
ど
に
よ
り
財
源
を
し
っ
か
り
確
保

す
る
こ
と
で
、
計
画
に
掲
げ
た
事
業
や

区
民
生
活
の
安
定
に
不
可
欠
な
事
業
に

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
新
空
港
線
の
今
年
度
内
合
意
に
向
け

た
、
区
長
の
取
り
組
み
に
対
す
る
決
意

と
覚
悟
を
改
め
て
伺
う
。

答
元
年
に
区
議
会
か
ら
都
及
び
都
議
会

に
対
し
て
提
出
し
た
意
見
書
は
、
都
に

対
し
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
先
日
、
今
年
度
内
の

合
意
に
向
け
た
私
の
熱
い
想
い
を
小
池

都
知
事
に
伝
え
、
都
に
対
し
、
財
源
問

題
な
ど
課
題
解
決
へ
の
決
断
を
促
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、
関
係
者
と
の
協
議

・
調
整
を
加
速
さ
せ
、
今
年
度
内
に
合

意
形
成
が
整
う
よ
う
、
不
退
転
の
覚
悟

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
教
育
と
福
祉
に
つ
い
て

問
大
田
区
地
域
福
祉
計
画
の
元
年
度
の

成
果
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

深
化
・
推
進
を
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で

進
め
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な

げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
区
長

の
所
見
を
伺
う
。

答
元
年
度
の
地
域
づ
く
り
で
は
、
地
域

活
動
へ
の
参
加
意
識
が
浸
透
し
、
人
と

人
、
人
と
地
域
資
源
を
つ
な
い
で
き
た
。

東
京
２
０
２
０
大
会
の
大
会
ビ
ジ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る
多
様
性
と
調
和
へ
と
歩

み
を
進
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
力
を

掲
げ
る
大
田
区
ら
し
い
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
区
に
お
け
る
今
後
の
奨
学
金
制
度
全

体
の
基
本
的
な
考
え
方
の
ほ
か
、
時
代

の
要
請
に
合
わ
せ
た
奨
学
金
制
度
の
変

更
を
含
め
た
福
祉
を
は
じ
め
と
す
る
人

材
の
確
保
策
、
福
祉
を
支
え
る
た
め
の

人
材
づ
く
り
の
今
後
の
大
き
な
方
向
性

に
つ
い
て
、
区
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
国
や
都
の
制
度
が
充
実
す
る
２
年
４

月
を
好
機
と
捉
え
、
奨
学
金
制
度
の
見

直
し
を
進
め
て
き
た
。
一
定
の
要
件
の

も
と
高
等
学
校
な
ど
に
進
学
す
る
方
を

対
象
に
、
奨
学
金
を
給
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る

環
境
整
備
の
一
助
と
し
て
い
く
。
ま
た
、

一
定
の
資
格
を
保
有
し
て
区
内
施
設
な

ど
に
勤
め
る
方
を
対
象
に
、
奨
学
金
の

返
還
額
を
減
免
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
福
祉
の
中
核
を
担
う
専
門
性
の
高
い

人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
。
区
は
基

礎
自
治
体
と
し
て
、
奨
学
金
制
度
を
活

用
し
、
地
域
を
支
え
る
人
材
を
確
保
す

る
環
境
を
整
え
て
い
く
。
今
後
、
お
お

た
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
げ
た（
仮
称
）

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
置
検
討
に
つ

い
て
、
有
識
者
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
機
能
構
築
を
進
め
て
い
く
。
こ

れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
施
し
、
福
祉

人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
児
童
の
安
全
・
安
心
対
策
の
向
上
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
な

ど
あ
ら
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
を
駆
使
し
て
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
整
備
・
拡
充

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
更
な
る
安
全

・
安
心
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
教

育
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
児
童
の
安
全
確
保
は
、
最
も
優
先
す

べ
き
も
の
と
考
え
、
そ
の
充
実
に
努
め

て
き
た
。
新
た
な
取
り
組
み
で
は
、
小

学
校
に
お
け
る
不
審
者
の
侵
入
対
策
と

し
て
、
校
門
や
学
校
内
の
死
角
に
、
モ

ニ
タ
ー
付
き
防
犯
カ
メ
ラ
を
各
校
４
台

順
次
配
備
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
の
登
下
校
の
見
守
り
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
自
主
的
な

活
動
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。
こ
の

ほ
か
、
通
学
路
防
犯
カ
メ
ラ
の
４
台
増

代
表
質
問

●
新
型
肺
炎
対
策
と
羽
田
増
便
問
題

問
区
は
、
４
か
所
あ
っ
た
保
健
所
を
１

か
所
に
統
合
し
、
保
健
所
機
能
を
弱
体

化
さ
せ
た
。
新
型
肺
炎
対
応
は
、
保
健

所
の
体
制
強
化
と
保
健
師
や
事
務
職
を

含
め
増
員
し
、
特
別
な
体
制
を
求
め
る
。

答
感
染
症
対
策
課
の
保
健
師
が
相
談
支

援
を
行
い
、
地
域
健
康
課
の
保
健
師
も

応
援
し
、
相
談
体
制
を
整
備
し
た
。

問
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
大
問
題
に
な

っ
て
い
る
時
に
、
増
便
は
、
更
な
る
影

響
を
与
え
る
。
区
は
、
増
便
に
よ
る
環

境
変
化
を
把
握
す
べ
き
。

答
国
は
大
気
汚
染
を
令
和
元
年
度
中
に

測
定
し
公
表
す
る
予
定
。
区
は
、
生
活

へ
の
影
響
な
ど
数
値
の
把
握
に
努
め
る
。

問
増
便
と
新
飛
行
ル
ー
ト
は
、
事
故
の

危
険
性
、
騒
音
、
落
下
物
が
問
題
で
あ

る
。
国
は
抜
本
的
な
対
策
を
示
し
て
い

な
い
。
今
か
ら
で
も
中
止
を
求
め
よ
。

答
国
は
低
騒
音
機
の
導
入
促
進
、
南
風

時
の
Ｂ
滑
走
路
か
ら
便
数
削
減
な
ど
を

行
っ
た
。
今
後
も
対
策
強
化
を
求
め
る
。

●
区
長
の
核
兵
器
廃
絶
に
果
た
す
役
割

問
松
原
区
長
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

の
早
期
締
結
を
求
め
る
署
名
を
し
て
核

兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
。

答
平
和
関
連
の
各
種
事
業
を
進
め
る
。

●
区
民
最
優
先
の
予
算
編
成
に

問
受
益
者
負
担
を
理
由
に
し
た
施
設
使

用
料
の
値
上
げ
は
総
額
８
０
０
０
万
円

に
な
り
、
利
用
で
き
な
い
区
民
が
出
る
。

多
く
の
区
民
に
公
共
施
設
を
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
に
値
上
げ
を
し
な
い
こ
と
。

答
今
後
も
、
見
直
し
に
取
り
組
む
。

問
公
共
施
設
は
「
よ
り
身
近
で
、
便
利

で
、
安
全
で
」
が
区
民
の
願
い
。
人
口

減
少
が
理
由
だ
っ
た
が
区
の
統
計
で
は

今
後
40
年
増
加
す
る
。
公
共
施
設
の
削

減
や
統
廃
合
で
な
く
増
や
す
べ
き
。
大

森
西
保
育
園
の
複
合
化
は
見
直
す
べ
き
。

答
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
公
共

施
設
の
整
備
に
取
り
組
む
。

問
蒲
田
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
で

進
め
る
新
空
港
線
計
画
は
、
電
車
が
通

過
し
待
つ
時
間
が
長
く
な
り
、
地
域
住

民
が
便
利
に
な
ら
な
い
路
線
。
大
切
な

税
金
を
つ
ぎ
込
む
計
画
は
中
止
す
べ
き
。

答
都
と
協
議
が
整
い
次
第
、
速
や
か
に

整
備
主
体
の
設
立
を
行
っ
て
い
く
。

問
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
際
は
、
防
災
行

政
無
線
が
聞
こ
え
な
い
。
防
災
情
報
を

区
民
に
届
け
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
局
を
作
り
対
策
強
化
を
行
う
べ
き
。

答
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
や
平
時
の
コ

ン
テ
ン
ツ
な
ど
、
様
々
な
課
題
も
あ
る
。

問
認
可
保
育
園
へ
の
、
４
月
入
園
申
し

込
み
の
不
承
諾
者
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答
１
次
保
留
数
は
１
３
１
３
人
で
あ
る
。

問
新
型
肺
炎
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中

小
企
業
の
雇
用
を
守
る
た
め
、
中
小
企

業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
制
度
を
行
う

べ
き
。
国
、
都
に
働
き
か
け
、
区
独
自

の
上
乗
せ
な
ど
の
拡
充
を
求
め
る
。

答
国
は
、
元
年
１
月
24
日
以
降
の
休
業

か
ら
適
用
し
て
い
る
。
区
は
周
知
を
図

り
、
事
業
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
。

問
新
空
港
線
整
備
資
金
積
立
基
金
に
つ

い
て
、
区
は
こ
れ
ま
で
「
基
金
の
目
標

額
は
60
億
円
」「
根
拠
は
第
３
セ
ク
タ

ー
資
本
金
の
た
め
に
」
と
し
て
い
る
。

今
回
10
億
円
を
補
正
で
積
み
立
て
68
億

円
に
な
る
の
は
約
束
違
反
だ
。

答
後
年
度
の
区
の
財
政
負
担
軽
減
の
た

め
に
積
み
立
て
を
行
う
。

●
「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
中
止
を

問
全
国
知
事
会
は
、
国
保
料
の
抜
本
的

軽
減
が
必
要
と
し
て
、
国
庫
負
担
割
合

の
引
き
上
げ
、
子
ど
も
の
均
等
割
保
険

料
の
軽
減
を
要
求
し
て
い
る
。
区
も
値

上
げ
し
な
い
よ
う
対
策
を
と
る
べ
き
。

答
今
後
も
国
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
。

問
国
保
料
の
延
滞
金
は
、
広
域
化
に
な

る
ま
で
徴
収
し
て
い
な
か
っ
た
。
現
在

23
区
中
７
区
し
か
徴
収
し
て
い
な
い
延

滞
金
は
徴
収
す
べ
き
で
な
い
。

答
延
滞
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
保
険
料

を
納
め
る
よ
う
促
す
意
義
も
あ
る
。

問
国
保
の
短
期
証
や
資
格
証
を
発
行
す

る
こ
と
は
中
止
す
べ
き
。

答
納
付
相
談
の
際
に
は
、
生
活
状
況
を

よ
く
お
聴
き
し
、
丁
寧
に
対
応
す
る
。

問
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
要
支
援
１・
２
の
総
合
事
業
の
打

ち
切
り
は
や
め
る
べ
き
。
42
億
円
の
基

金
を
使
い
第
８
期
介
護
保
険
事
業
で
は
、

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
ま
で
の
介
護

保
険
料
の
免
除
を
実
施
す
べ
き
。

答
介
護
保
険
給
付
や
地
域
支
援
事
業
に

要
す
る
費
用
の
不
足
に
備
え
て
い
る
。

●
人
権
保
障
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

問
選
択
制
夫
婦
別
姓
の
議
論
を
深
め
る

時
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例

を
制
定
す
る
自
治
体
が
31
に
広
が
っ
て

い
る
。
区
が
、
性
的
少
数
者
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
関
す
る
条
例
や
計
画
を
つ

く
り
実
践
す
べ
き
。

答
次
期
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

問
新
年
度
予
算
で
、
区
立
小
中
学
校
に

非
常
勤
職
員
の
教
員
支
援
員
が
つ
い
た

が
、
正
規
職
員
で
の
配
置
を
求
め
る
。

答
都
の
補
助
要
綱
で
は
、
非
常
勤
で
あ

る
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
。

問
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
Ｓ
О
Ｇ
Ｉ
の
性
的
指
向

と
性
自
認
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

し
対
等
な
関
係
性
を
作
ろ
う
と
い
う
の

が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
考
え
方
で
あ

る
。
標
準
服
の
選
択
は
、
教
育
委
員
会

の
個
別
対
応
で
な
く
、
中
学
生
の
選
択

の
自
由
を
保
障
す
べ
き
。

答
教
育
委
員
会
は
、
生
徒
と
保
護
者
の

意
向
に
沿
っ
た
個
別
の
対
応
を
行
う
。

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と
め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。鈴

木
　
隆
之

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

揺
る
ぎ
な
い
危
機
管
理
体
制
・

財
務
体
質
の
構
築
に
向
け
て

菅
谷
　
郁
恵

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

個
々
の
人
権
を
尊
重
し
、

区
民
の
命
を
守
る
区
政
に

設
や
、
児
童
誘
導
員
６
名
を
増
員
す
る

な
ど
、
児
童
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保

を
図
っ
て
い
く
。
今
後
は
引
き
続
き
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

通
学
路
の
安
全
対
策
や
学
校
内
の

防
犯
体
制
の
一
層
の
強
化
に
努
め
て

い
く
。



OTA
おおた区議会だよりNo.239

令和2年4月26日発行

3 会議録検索システム 区議会の会議録がインターネットを利用して、検索閲覧できます。

質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。

問
地
震
対
策
と
し
て
、
家
屋
の
耐
震
化

・
不
燃
化
を
進
め
る
。
自
分
が
住
む
土

地
の
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
た
め
に
地
盤

や
地
理
的
条
件
を
調
べ
て
お
く
。
自
宅

の
脱
出
ル
ー
ト
を
確
保
し
、
玄
関
前
ま

で
は
、何
が
何
で
も
逃
げ
る
な
ど
の「
助

け
出
さ
れ
ず
に
済
む
た
め
の
訓
練
」
を

す
る
。
災
害
時
に
命
を
守
る
取
り
組
み

は
「
自
助
」
の
強
化
が
、
第
一
に
重
要

だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る
た

め
、
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
身
の
安

全
を
守
る
、
家
の
安
全
対
策
な
ど
、
災

害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

問
防
災
・
減
災
の
た
め
、
大
田
区
・
世

田
谷
区
・
川
崎
市
に
よ
る
情
報
共
有
が
、

不
可
欠
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
世
田
谷
区
、
川
崎
市
と
は
台
風
19
号

以
降
も
継
続
し
て
連
絡
を
取
り
合
い
、

被
害
の
状
況
や
支
援
の
内
容
を
共
有
し
、

３
自
治
体
連
名
で
、
治
水
対
策
に
つ
い

て
国
へ
要
望
し
た
。
今
後
、
近
隣
自
治

体
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
て
い
く
。

問
橋
な
ど
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
防
災
対
策

に
関
す
る
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
緊
急
道
路

障
害
物
除
去
路
線
や
鉄
道
な
ど
を
ま
た

ぐ
橋
り
ょ
う
な
ど
を
防
災
上
重
要
な
橋

り
ょ
う
に
位
置
付
け
、
架
け
替
え
や
耐

震
補
強
を
優
先
的
に
進
め
て
い
る
。

問
被
災
後
の
生
活
再
建
を
支
え
る
福
祉

的
支
援
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
被
災
後
の
生
活
安
定
に
向
け
て
は
、

被
災
者
の
不
安
を
捉
え
つ
つ
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
災

害
時
も
支
え
合
う
共
生
の
地
域
づ
く
り

に
向
け
、
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る

大
田
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
求
め
ら
れ

る
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、
必

要
な
支
援
を
講
じ
て
い
く
。

問
年
間
４
０
０
万
人
以
上
の
訪
日
客
を

ン
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。

●
保
育
サ
ー
ビ
ス
定
員
拡
充
に
つ
い
て

問
保
育
園
の
３
歳
か
ら
５
歳
児
に
つ
い

て
は
、
欠
員
が
出
て
い
る
。
多
数
の
欠

員
状
態
が
常
態
化
し
て
い
る
小
規
模
保

育
所
も
少
な
く
な
い
。
現
在
の
計
画
を

見
直
す
と
と
も
に
０
歳
か
ら
２
歳
児
ま

で
に
特
化
し
た
待
機
児
童
対
策
方
針
を

早
急
に
策
定
し
、
具
体
的
な
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。
区
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
一
部
の
地
域
を
除
き
、
待
機
児
童
は

少
数
分
散
化
の
傾
向
が
あ
り
、
多
数
の

定
員
を
ま
と
め
て
確
保
す
る
認
可
保
育

園
の
開
設
は
、
区
切
り
の
時
期
を
迎
え

る
と
考
え
て
い
る
。
３
年
度
以
降
は
、

小
規
模
保
育
所
や
、
無
償
化
後
も
入
園

申
請
に
変
化
の
見
ら
れ
な
い
認
証
保
育

所
へ
の
勧
奨
強
化
や
、
保
育
マ
マ
の
拡

充
な
ど
に
よ
り
、
待
機
児
童
解
消
を
目

指
し
て
い
く
。

●
手
話
言
語
、
意
思
疎
通
条
例
制
定
に

つ
い
て

問
区
は
、
障
が
い
を
持
つ
方
の
更
な
る

環
境
整
備
を
目
指
し
、
手
話
を
は
じ
め

と
し
た
意
思
疎
通
支
援
の
促
進
に
関
す

る
基
本
的
考
え
方
を
示
し
た
条
例
制
定

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
所
見
を
伺

う
。

答
こ
れ
ま
で
、
障
害
者
施
策
推
進
会
議

や
自
立
支
援
協
議
会
な
ど
に
お
い
て
、

障
が
い
者
団
体
や
関
係
機
関
の
方
と
、

情
報
取
得
や
意
思
疎
通
支
援
の
重
要
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
東
京
２
０

２
０
大
会
が
開
催
さ
れ
る
本
年
は
、
更

に
広
げ
る
機
運
を
醸
成
し
て
い
く
上
で

絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
今
後
、
手
話
を

は
じ
め
と
し
た
、
意
思
疎
通
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
区
民
や
関
係

団
体
な
ど
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
区
の
対

応
に
つ
い
て

問
区
が
令
和
２
年
２
月
７
日
に
開
設
し

た
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に

は
、
区
民
か
ら
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
思
う
。
区
民
の
不
安
を
払

拭
さ
せ
る
た
め
の
職
員
の
配
慮
や
、
職

員
の
相
談
体
制
な
ど
を
伺
う
。

答
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、
相
談
を

受
け
る
に
当
た
り
、
安
心
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
よ
く
話
を
聞
き
、
感
染
が

疑
わ
れ
る
場
合
は
受
診
先
の
医
療
機
関

を
調
整
の
上
案
内
す
る
な
ど
、
適
切
に

案
内
対
応
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
相
談

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
当
た
る
職
員
に
つ

い
て
は
、
感
染
症
対
策
課
の
保
健
師
が

主
に
従
事
す
る
ほ
か
、
地
域
健
康
課
の

保
健
師
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
応
援
従

事
す
る
な
ど
事
務
職
も
含
め
て
応
援
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
円
滑
な
相
談

体
制
を
整
備
し
た
。

●
消
費
税
見
直
し
に
つ
い
て

問
元
年
10
月
の
消
費
税
見
直
し
が
区
内

産
業
に
与
え
た
影
響
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
つ
い
て
伺
う
。

答
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
区
内
産
業

に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
現
在
実

施
し
て
い
る
区
内
産
業
実
態
調
査
を
通

じ
て
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

鋭
意
分
析
を
進
め
て
い
る
。
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
伴
う
需
要
平
準
化
対
策
と

し
て
実
施
し
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・

消
費
者
還
元
事
業
は
、
区
に
お
い
て
約

３
９
０
０
店
が
登
録
し
て
い
る
。
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
は
、
東
京
２

０
２
０
大
会
を
控
え
、
外
国
人
観
光
客

を
受
け
入
れ
る
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ

る
中
、
必
須
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
ま

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
と
ど
ま
ら

ず
、
区
内
産
業
が
今
後
も
持
続
的
に
発

展
す
る
た
め
に
は
、
環
境
変
化
に
適
切

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
小
中
学
生
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
つ
い
て

問
区
内
小
中
学
生
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
関
連
の
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
保
護
者

を
含
め
教
育
委
員
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
伺
う
。

答
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
全
て
の
区
立
小
中
学
校
に
お
い
て
、

毎
年
１
回
保
護
者
向
け
情
報
モ
ラ
ル
研

修
を
実
施
し
て
い
る
。
２
年
度
は
、
小

中
学
校
の
抽
出
校
に
お
い
て
、
子
ど
も

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
状
況
な
ど
、
情
報
モ

ラ
ル
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
い
、
調

査
結
果
に
基
づ
く
具
体
的
な
指
導
に
つ

な
げ
て
い
く
。

●
区
の
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問
大
田
区
議
会
公
明
党
の
緊
急
要
望
に

対
す
る
区
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
災
害
時
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
集
中

に
よ
る
閲
覧
障
害
を
解
消
す
る
た
め
、

回
線
及
び
サ
ー
バ
ー
機
能
を
強
化
す
る

な
ど
、
強
じ
ん
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
行
い
、
防

災
行
政
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
の
伝

言
速
度
を
通
常
の
会
話
と
同
程
度
に
し
、

現
在
よ
り
聞
き
取
り
や
す
く
す
る
。
水

害
時
緊
急
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
限
り
震
災
時
に
活
用
す
る
小
中
学

校
な
ど
を
開
設
す
る
こ
と
で
、
区
民
に

分
か
り
や
す
く
す
る
。
災
害
時
要
配
慮

者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
な
ど
受
け
入
れ
環
境
が
十
分
に
整
っ

て
い
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
福
祉
避
難
所
を
早
期
に
開
設
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
犬
や

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
原
則
受
け
入
れ
る
方
向
で
考
え
て

お
り
、
基
準
を
見
直
し
て
い
る
。
自
助

意
識
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に

自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
「
自
助
」
は

何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
、
地
域
の
災
害

リ
ス
ク
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
に
配
布
す
る
と
と

も
に
引
き
続
き
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

勝
亦
　
　
聡

大
田
区
議
会
公
明
党

災
害
に
強
い
大
田

安
全
・
安
心
の
大
田
を
め
ざ
し
て

須
藤
　
英
児

令
和
大
田
区
議
団

（
た
ち
あ
が
れ
・
維
新
・
ガ
ン
バ
ル
・
創
新
）

自
助
を
軸
と
し
た

大
田
区
の
災
害
対
応
力
の
強
化

受
け
入
れ
る
、
世
界
と
つ
な
が
る
羽
田

空
港
を
持
つ
大
田
区
、
災
害
時
の
訪
日

客
対
応
策
を
伺
う
。

答
大
田
区
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
度
末
に
非
常
用
電
源
や
災
害
に
関

す
る
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
掲
示
し

発
信
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

問
大
規
模
災
害
発
生
後
、
迅
速
、
効
率

的
に
大
量
の
災
害
ご
み
を
処
理
す
る
た

め
に
、
区
民
側
の
意
識
も
変
わ
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答
災
害
時
に
お
い
て
も
、
可
燃
ご
み
・

不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
適
切
な
分
別

徹
底
が
、
迅
速
か
つ
効
率
的
な
処
理
、

早
期
の
復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
】

　
区
は
、
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
な

ど
に
よ
る
情
報
発
信
、
予
防
対
策
の
周

知
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
関
係
機
関
と
も
連
携
し
つ
つ
、感
染

拡
大
の
防
止
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
災
害
対
策
に
つ
い
て
】

　

台
風
19
号
に
よ
る
被
害
を
踏
ま
え
、

災
害
へ
の
備
え
を
更
に
強
化
す
る
た
め
、

本
部
体
制
の
強
化
と
情
報
発
信
、
災
害

対
策
備
蓄
物
品
・
設
備
の
充
実
、
地
域

防
災
機
能
の
充
実
、
治
水
対
策
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
被
災
さ

れ
た
方
が
一
日
も
早
く
普
段
の
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
区
民
の
皆
様
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

【
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
】

　
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
の
ま

ち
開
き
を
７
月
３
日
に
行
い
ま
す
。
ま

た
、
羽
田
空
港
跡
地
の
第
１
ゾ
ー
ン
と

第
２
ゾ
ー
ン
の
名
称
を
「
ハ
ネ
ダ　
グ

ロ
ー
バ
ル　
ウ
イ
ン
グ
ズ
」
と
い
た
し

ま
し
た
。
先
端
産
業
及
び
文
化
産
業
に

関
す
る
よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信
等
を

通
じ
て
「
新
産
業
創
造・発
信
拠
点
」
の

形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
】

　

予
算
編
成
上
の
重
点
課
題
、「
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
応
援
す

る
取
組
み
」、「
生
涯
を
通
し
て
誰
も
が

健
や
か
に
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
住
む
人
、
訪
れ
る
人
が
、
安

全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た

『
お
お
た
』
の
発
展
に
向
け
た
取
組
み

の
４
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
優
先
的
に
対
応
す
る
こ

と
と
し
、
創
意
工
夫
の
も
と
効
果
的
、

効
率
的
に
財
源
を
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
お
お
た
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
未
来
を
創
る
力
」
を
育
て
る

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
萩
中
小
学

校
6
年
生
に
よ
る
「
水
道
に
命
を
懸
け

た
男
」
と
い
う
劇
を
紹
介
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
か
つ
て
、
羽
田
の
飲
み
水

に
海
水
が
混
じ
り
、
水
屋
か
ら
水
を
買

っ
て
い
た
時
代
に
、
地
域
の
人
々
の
生

活
改
善
の
た
め
に
水
道
を
引
い
た
、
小

野
藤
兵
衛
さ
ん
の
お
話
で
す
。

　
こ
の
劇
が
、「
未
来
を
創
る
力
」
を
育

て
る
と
い
う
観
点
で
、
と
て
も
よ
い
と

感
じ
た
理
由
は
五
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
町
の
歴
史
を
地
域
の
方

に
取
材
し
、
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
る

こ
と
、
二
つ
目
は
、
思
考
力
や
表
現
力

が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
三
つ
目
は
、

共
に
創
り
上
げ
た
と
い
う
感
動
が
あ
る

こ
と
、
四
つ
目
は
、
こ
の
劇
が
地
域
の

学
習
の
場
で
演
じ
ら
れ
た
こ
と
、
五
つ

目
は
、
安
全
・
安
心
な
水
の
確
保
と
い

う
地
球
全
体
の
課
題
に
も
目
を
向
け
る

機
会
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　
日
々
の
家
庭
教
育
、
学
校
で
の
学
習
、

地
域
で
の
体
験
な
ど
、
学
び
や
体
験
の

積
み
重
ね
が
、
子
ど
も
た
ち
の
「
未
来

を
創
る
力
」
の
礎
と
な
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
今

を
輝
か
せ
る
こ
と
が
、
未
来
の
社
会
を

輝
か
せ
る
」
と
の
考
え
の
も
と
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
に
届
く
教
育

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

松原 忠義
区長

小黒 仁史
教育長

区
長
施
政
方
針
演
説
（
抜
粋
）

教
育
長
所
信
表
明
（
抜
粋
）

」
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松
本
　
洋
之

大
田
区
議
会

公
明
党

●
行
政
の
効
率
化
に
つ
い
て

問
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
向
け
た
現

在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
13
業
務
に
つ

い
て
Ｒ
Ｐ
Ａ
化
を
進
め
た
。
引
き
続
き
、

対
象
業
務
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
を
深

化
さ
せ
て
い
く
。
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
、
こ
ど
も
家
庭
部
に

お
い
て
保
育
所
入
所
選
考
事
務
で
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
る
。
従
来
と
比
較
し

て
、
全
体
工
程
で
お
お
む
ね
６
０
０
時

間
程
度
の
圧
縮
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま

た
、
Ａ
Ｉ
の
音
声
認
識
技
術
を
活
用
し

た
議
事
録
作
成
支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
に

向
け
た
実
証
実
験
も
行
っ
て
い
る
。

問
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
つ
い
て

伺
う
。

答
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
活
用
は
、
24
時

間
３
６
５
日
、
問
い
合
わ
せ
に
対
応
で

き
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

高
い
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も

区
民
の
利
便
性
向
上
を
第
一
に
考
え
た

業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
、
様
々
な

角
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
母
子
健
康
手
帳
、
お
薬
手
帳
、
障
害

者
手
帳
の
電
子
化
に
つ
い
て

問
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
導
入
の
可
否
、

電
子
版
お
薬
手
帳
の
推
進
策
を
伺
う
。

答
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
や
電
子
版
お

薬
手
帳
は
、
健
診
や
予
防
接
種
の
記
録

が
閲
覧
で
き
る
な
ど
、
利
用
者
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
機
能
が
期
待
で
き
る
。

国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
き
ず
な
メ
ー
ル

の
取
り
組
み
を
整
理
し
つ
つ
、
先
行
自

治
体
の
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。
電
子
版
お
薬
手
帳
は
、
記
録

の
閲
覧
、
共
有
が
可
能
に
な
る
こ
と
や
、

災
害
時
に
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

利
用
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

区
内
薬
剤
師
会
に
対
し
て
情
報
提
供
を

行
い
、
意
見
交
換
を
し
て
い
く
。

問
電
子
版
障
害
者
手
帳
の
推
進
策
を
伺

う
。

答
手
帳
の
様
式
を
規
定
し
た
省
令
が
改

正
さ
れ
、
都
も
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
が
策
定
し
た

デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
障
害
者
手
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の

推
進
工
程
表
が
示
さ
れ
、
今
後
は
、
具

体
的
な
取
り
組
み
な
ど
が
検
討
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
区
は
、
国
の
動
向
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
行
う
都
と
情
報
共
有
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
手
帳
を
使
用
す
る
際
の
利

便
性
の
向
上
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

広
川
　
恵
美
子

大
田
区
議
会

公
明
党

●
次
期
大
田
区
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン
策
定
に
つ
い
て

問
次
期
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
の

策
定
に
あ
た
り
、
若
い
世
代
を
対
象
に

し
た
実
学
講
座
や
相
談
事
業
を
盛
り
込

む
こ
と
を
求
め
、
区
の
所
見
を
伺
う
。

答
次
期
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

多
様
性
の
視
点
や
特
に
若
い
世
代
へ
の

働
き
か
け
が
重
要
に
な
る
。
今
後
、
こ

う
し
た
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
や
都

の
動
向
、
区
民
意
識
調
査
の
結
果
及
び

大
田
区
男
女
共
同
参
画
推
進
区
民
会
議

の
意
見
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
く
。

●
大
田
区
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て問
世
界
の
緊
急
課
題
で
あ
る
貧
困
・
人

権
・
気
候
変
動
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、

社
会
や
環
境
に
配
慮
す
る
倫
理
的
な
消

費
行
動
で
あ
る
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
の

区
民
へ
の
普
及
啓
発
を
求
め
、
区
の
所

見
を
伺
う
。

答
エ
シ
カ
ル
消
費
は
、
日
々
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
買
い
物
と
い
う
消
費
行
動

に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
で
き
る

取
り
組
み
や
す
い
行
動
で
あ
る
。
お
お

た
ク
ー
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
が
大
き
な
区
民

運
動
と
な
る
よ
う
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の

視
点
も
取
り
入
れ
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
実
践
・
行
動
い
た
だ
く
た
め
の
分

か
り
や
す
い
周
知
・
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

●
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

問
子
育
て
の
孤
独
化
が
進
む
な
か
、
産

後
の
母
子
に
寄
り
添
い
、
育
児
や
日
常

生
活
を
支
え
る
こ
と
で
、
母
子
の
愛
着

形
成
が
進
み
、
そ
の
後
の
虐
待
の
防
止

に
も
つ
な
が
る
。
産
後
ケ
ア
の
専
門
家

で
あ
る
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
養
成
と
活
用

で
、
本
区
の
産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
を

求
め
る
。
区
の
所
見
を
伺
う
。

答
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
医
療
面
だ

け
で
は
な
く
、
福
祉
的
な
視
点
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
活
用
や
養
成

に
つ
い
て
、
今
後
、
研
究
を
進
め
て
い

く
。

問
妊
婦
さ
ん
・
子
育
て
応
援
グ
ッ
ズ
の

カ
タ
ロ
グ
に
、
健
診
時
の
タ
ク
シ
ー
利

用
券
や
、
災
害
時
に
も
役
に
立
つ
液
体

ミ
ル
ク
を
加
え
て
は
い
か
が
か
。

答
多
く
の
妊
婦
の
方
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
平
成
30
年
度
か
ら
家
事
代

行
サ
ー
ビ
ス
を
追
加
し
た
が
、
災
害
時

に
も
役
立
つ
液
体
ミ
ル
ク
な
ど
に
つ
い

て
も
、
検
討
し
て
い
く
。

奥
本
　
有
里

大
田
区
議
会

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

問
区
内
飲
食
店
の
受
動
喫
煙
対
策
、
店

頭
表
示
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
指
導
員
が
飲
食
店
を
訪
問
し
、
啓
発

活
動
を
行
い
約
２
千
件
に
増
え
て
い
る
。

問
全
て
の
店
舗
が
表
示
義
務
を
果
た
す

た
め
の
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
広
報
に
加
え
、
指
導
員
が
区
内
飲
食

店
を
訪
問
し
、
店
頭
表
示
確
認
や
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
の
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
。

問
悪
質
な
店
舗
へ
の
対
処
を
伺
う
。

答
書
面
の
交
付
、
指
導
を
行
う
。
場
合

に
よ
っ
て
は
勧
告
、
公
表
、
命
令
や
過

料
徴
収
と
い
う
行
政
処
分
を
行
う
。

問
住
宅
街
、
駅
、
学
校
周
辺
道
路
の
路

上
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
２
年
度
、
蒲
田
駅
周
辺
や
主
要

駅
周
辺
に
加
え
、
新
た
に
公
衆
喫
煙
所

を
設
置
予
定
の
駅
周
辺
で
の
集
中
的
な

指
導
啓
発
を
予
定
し
て
い
る
。

庄
嶋
　
孝
広

立
憲
民
主
党

大
田
区
議
団

●
大
田
区
の
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
学

び
の
確
保
に
つ
い
て

問
多
様
な
学
び
と
い
う
意
味
で
、
不
登

校
児
童
・
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
に
対

し
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
学
校
外
の

民
間
施
設
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
、

よ
り
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答
教
育
機
会
確
保
法
な
ど
を
踏
ま
え
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
心
理
的
状
況
に

対
応
し
た
多
様
な
民
間
の
学
び
の
場
に

つ
い
て
積
極
的
に
情
報
収
集
を
行
い
、

可
能
な
範
囲
で
情
報
提
供
に
努
め
て
い

く
。

問
館
山
さ
ざ
な
み
学
校
の
教
育
に
は
、

児
童
の
体
の
健
康
の
み
な
ら
ず
、
自
己

肯
定
感
な
ど
心
の
健
康
に
も
た
ら
す
効

果
も
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
自
然
豊
か
な
地
で
の
楽
し
い
活
動
や

体
験
を
通
じ
、
多
く
の
児
童
の
心
を
癒

や
し
、
健
や
か
に
育
ん
で
き
た
。
現
在

も
、
23
名
の
児
童
が
在
籍
し
、
各
自
が

健
康
課
題
克
服
の
た
め
の
精
神
力
や
実

践
力
を
養
っ
て
い
る
。

問
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
・
生
徒

が
学
校
で
学
ぶ
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
。

答
令
和
２
年
１
月
現
在
、
ま
た
、
２
年

度
の
入
学
予
定
者
に
つ
い
て
も
、
医
療

的
ケ
ア
を
行
う
必
要
が
あ
る
児
童
・
生

徒
は
い
な
い
が
、
年
度
の
途
中
で
の
転

入
も
想
定
し
、
２
年
度
も
、
学
校
に
看

護
師
を
柔
軟
に
配
置
す
る
た
め
の
準
備

を
検
討
し
て
い
る
。田

中
　
一
𠮷

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

●
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問
現
在
、
税
制
改
革
な
ど
の
影
響
を
大

田
区
は
ど
の
く
ら
い
受
け
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
区
民
税
や
特
別
区
交
付
金
、
譲

与
税
な
ど
の
歳
入
予
測
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
、
歳
入
減
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
不
合
理
な
税
制
改
正
に
よ
る
影
響
額

は
、
マ
イ
ナ
ス
１
５
２
億
円
に
及
ぶ
見

込
み
で
あ
る
。
今
後
も
不
合
理
な
税
制

改
正
が
大
き
く
影
響
し
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
が
続
く
見
込
み
で
あ
り
、
引

き
続
き
必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

●
産
業
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

問
大
田
区
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一

環
と
し
て
、
大
田
区
の
も
の
づ
く
り
そ

の
も
の
を
教
材
に
し
た
授
業
展
開
も
考

え
る
べ
き
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答
も
の
づ
く
り
を
教
材
化
し
た
授
業
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
で
創
意
工
夫
し
て

展
開
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
、
新

教
科
「
未
来
も
の
づ
く
り
科
」
の
設
置

検
討
や
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
も
の
づ

く
り
体
験
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
小
中
学
校
の
移
動
教
室
に
つ
い
て

問
民
間
施
設
を
活
用
し
た
中
学
校
の
移

動
教
室
の
状
況
、
今
ま
で
と
同
様
の
学

習
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
の
か
、
費
用

の
面
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て

の
評
価
を
伺
う
。

答
元
年
度
に
実
施
し
て
い
る
民
間
施
設

を
活
用
し
た
移
動
教
室
事
業
は
、
従
来

の
事
業
に
比
べ
て
費
用
面
で
ほ
と
ん
ど

差
が
無
い
上
に
、
移
動
教
室
の
目
的
を

十
分
達
成
で
き
て
い
る
。

問
い
ず
れ
は
野
辺
山
学
園
で
の
移
動
教

室
再
開
を
考
え
て
い
る
の
か
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
実
施
し
て
い
る
民
間
施
設
を
活

用
し
た
移
動
教
室
事
業
が
、
今
後
の
方

向
性
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
施
設
の
維
持
管
理
や
借
地
料
が
課

題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
野
辺
山
学
園
を

活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
早
期
に

適
切
な
判
断
を
行
っ
て
い
く
。

●
蒲
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
区
と
区
議
会
が
連
携
し
な
が
ら
新
空

港
線
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
蒲
田
の

ま
ち
を
大
き
く
変
え
る
千
載
一
遇
の
チ

ャ
ン
ス
が
今
だ
と
考
え
る
が
、
区
と
し

て
ま
ち
の
機
能
更
新
を
ど
の
よ
う
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
現
在
、「
蒲
田
駅
周
辺
地
区
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
改
定
作
業
を
３
年
度

に
向
け
て
進
め
て
い
る
。
検
討
部
会
の

中
で
、
駅
舎
・
駅
ビ
ル
、
東
西
駅
前
広

場
、
東
西
自
由
通
路
、
東
口
駅
前
再
開

発
な
ど
を
一
体
的
に
捉
え
た
将
来
像
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
有
効
な
整
備
手

法
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

問
東
西
自
由
通
路
の
検
討
に
向
け
て
基

礎
的
な
調
査
を
実
施
で
き
る
め
ど
は
つ

い
て
い
る
の
か
、
具
体
的
な
状
況
を
伺

う
。

答
東
西
自
由
通
路
整
備
に
向
け
た
第
一

歩
と
し
て
、
２
年
度
か
ら
、
現
況
調
査

を
含
め
た
東
西
自
由
通
路
の
位
置
な
ど

を
決
め
る
た
め
の
基
礎
調
査
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

一
般
質
問

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と
め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊SOGI（２面６段・37行目）
Sexual Orientation & Gender Identityの頭文
字。性的指向と性同一性という意味で、LGBTよ
り広い概念を指す。
＊RPA（４面１段・２行目）
Robotic Process Automationの頭文字で、事務
作業の一部を自動化する取り組み。パソコンなど
にソフトウェアとして導入され、定型的な事務作
業を自動化・効率化する。

用語解説
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岸
田
　
哲
治

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

●
教
育
に
つ
い
て

問
令
和
２
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
各
小
学
校
に
児
童
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

パ
ソ
コ
ン
を
40
台
増
配
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
研
修
を
実
施
す
る
。

問
清
水
窪
小
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る

研
究
の
成
果
を
区
内
全
学
校
に
広
げ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

答
理
科
教
育
推
進
拠
点
校
３
校
に
新
た

に
小
学
校
理
科
教
育
指
導
員
を
配
置
す

る
。
ま
た
、
近
隣
小
学
校
を
訪
問
し
、

理
科
の
授
業
力
向
上
の
た
め
教
員
へ
の

指
導
・
支
援
を
行
う
。
こ
の
取
り
組
み

を
通
し
て
、
各
校
に
清
水
窪
小
学
校
の

成
果
を
広
め
て
い
く
。

問
清
水
窪
小
学
校
以
外
の
区
内
小
学
校

と
東
京
工
業
大
学
の
よ
う
な
教
育
機
関

や
企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
事
業
所
な
ど
の
訪
問
見
学
や
、
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招
い
て
の
先
端
科

学
技
術
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
高
め

る
学
習
を
行
え
る
よ
う
、
大
学
や
一
般

社
団
法
人
大
田
工
業
連
合
会
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
推
進
協
議
会
21
な
ど
の
団
体
に

協
力
を
要
請
し
て
い
く
。

問
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
理
科
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
理
科
教
育
指
導
員
を
配
置
し
、
観
察

・
実
験
の
支
援
や
授
業
者
へ
の
指
導
・

助
言
を
行
い
、
理
科
担
当
教
員
の
更
な

る
指
導
力
の
向
上
を
図
る
。
理
科
教
育

指
導
員
を
１
名
増
員
し
、
４
名
体
制
で

よ
り
一
層
理
科
教
育
を
推
進
す
る
。
ま

た
、
小
中
合
同
連
絡
会
を
開
催
し
、
互

い
の
授
業
改
善
に
努
め
、
児
童
・
生
徒

の
理
科
の
学
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問
子
ど
も
科
学
教
室
講
座
に
つ
い
て
、

定
員
と
講
座
を
増
や
し
、
更
に
発
展
さ

せ
て
科
学
館
を
作
っ
て
は
い
か
が
か
。

答
11
講
座
16
回
に
増
や
し
充
実
し
て
い

く
。
科
学
館
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
自

治
体
の
取
り
組
み
状
況
を
確
認
し
、
区

に
お
け
る
効
果
を
研
究
し
て
い
く
。

海
老
澤
　
圭
介

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

●
不
登
校
対
策
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

問
不
登
校
特
例
校
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
、
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
不
登
校
特
例
校
の
設
置
に
向
け
調
査

研
究
を
行
っ
て
き
た
中
で
、
様
々
な
課

題
を
抽
出
し
解
決
策
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
国
や
都
と
積
極
的

に
協
議
・
調
整
を
行
い
、
不
登
校
特
例

校
設
置
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

問
区
は
東
京
２
０
２
０
大
会
開
催
時
に
、

大
田
区
総
合
体
育
館
、
大
森
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
大
田
ス
タ
ジ
ア
ム
を
ど
の

よ
う
に
使
い
、
大
会
の
効
果
を
高
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
使
い
方
を
伺
う
。

答
区
民
に
区
内
の
施
設
が
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
る
の
か
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
、
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
、

最
新
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
区
に
お
け
る
東
京
２
０
２
０
大
会
に

お
け
る
レ
ガ
シ
ー
の
考
え
方
や
未
来
へ

つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
分
野
に
お
い
て

も
レ
ガ
シ
ー
を
常
に
意
識
し
、
未
来
へ

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

●
は
ね
ぴ
ょ
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ

に
つ
い
て

問
は
ね
ぴ
ょ
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に

あ
が
っ
た
改
善
点
、
改
良
案
、
新
規
企

画
案
な
ど
が
あ
れ
ば
伺
う
。

答
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
操
作
の
支
援
も
行
っ

て
い
る
。
新
企
画
案
と
し
て
、
企
業
対

抗
ラ
ン
キ
ン
グ
、
写
真
や
コ
メ
ン
ト
を

投
稿
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
機
能
の
追
加
の

ほ
か
、
実
績
に
応
じ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

育
成
機
能
を
追
加
す
る
。

●
情
報
発
信
メ
デ
ィ
ア
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

問
５
Ｇ
の
利
用
開
始
を
区
と
し
て
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
ネ
ッ
ト
放

送
局
の
第
一
歩
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
お
お

た
の
動
画
版
な
ど
の
取
り
組
み
、
計
画

や
案
に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
後
も
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
、

よ
り
多
く
の
人
が
区
に
関
す
る
情
報
に

触
れ
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
か
つ
効
果

的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

杉
山
　
公
一

日
本
共
産
党

大
田
区
議
団

●
区
内
中
小
企
業
の
支
援
に
つ
な
が
る

羽
田
空
港
周
辺
地
域
の
開
発
に
つ
い
て

問
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
羽
田
の

事
業
が
、
事
業
費
に
見
合
っ
た
経
済
効

果
と
区
内
産
業
へ
の
波
及
効
果
を
示
し
、

進
め
る
の
か
検
証
方
法
も
含
め
伺
う
。

答
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問
羽
田
空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
整
備
事

業
、
区
施
策
活
用
ス
ペ
ー
ス
の
研
究
開

発
ラ
ボ
は
、
区
内
中
小
企
業
の
仕
事
づ

く
り
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
契
約
に
入

れ
、
実
績
検
証
の
体
制
を
つ
く
る
べ
き
。

答
区
内
企
業
と
の
取
引
機
会
な
ど
の
創

出
と
新
産
業
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

●
区
民
の
命
と
暮
ら
し
を
脅
か
す
羽
田

空
港
機
能
強
化
・
増
便
中
止
に
つ
い
て

問
２
０
２
０
年
1
月
30
日
か
ら
の
実
機

飛
行
確
認
で
は
予
測
値
を
超
え
た
騒
音

で
あ
り
、
区
民
生
活
を
脅
か
す
と
の
認

識
に
立
つ
べ
き
。
国
に
騒
音
対
策
を
求

め
る
べ
き
。
対
策
が
で
き
な
け
れ
ば
、

増
便
の
中
止
を
求
め
る
べ
き
。

答
国
に
、
検
証
・
分
析
を
求
め
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
た
対
策
を
要
請
す
る
。

問
降
下
角
３
・
５
度
へ
の
引
き
上
げ
は

実
機
飛
行
確
認
で
は
騒
音
対
策
に
な
ら

な
か
っ
た
。
世
界
の
ほ
ぼ
全
て
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
降
下

角
３
・
５
度
は
危
険
極
ま
り
な
い
。
即

中
止
を
国
に
申
し
入
れ
る
べ
き
。

答
航
空
の
安
全
は
何
よ
り
重
要
。
国
に

安
全
確
保
の
徹
底
を
求
め
て
い
く
。

問
今
で
も
ゴ
ー
ア
ラ
ウ
ン
ド
で
川
崎
の

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
上
空
を
通
過
し
て
い
る
。

新
飛
行
ル
ー
ト
で
Ｂ
滑
走
路
西
向
離
陸

に
よ
り
、
飛
行
機
事
故
や
落
下
物
に
伴

う
大
規
模
事
故
と
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
火
災

や
有
毒
ガ
ス
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
、

区
は
防
災
対
策
を
た
て
る
べ
き
。

答
国
が
策
定
し
て
い
る
計
画
に
基
づ
き
、

適
切
な
対
応
に
努
め
役
割
を
果
た
す
。

小
川
　
あ
ず
さ

立
憲
民
主
党

大
田
区
議
団

●
外
国
人
区
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

国
際
都
市
お
お
た
を
目
指
し
て

問
国
際
都
市
お
お
た
協
会
の
日
本
語
教

室
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
教
室
の
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答
初
級
日
本
語
教
室
や
、
こ
ど
も
日
本

語
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
区

内
19
か
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
教

室
で
は
多
様
な
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
教
え
る
人
材
と
教
室
の
確
保
、
習

熟
度
別
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
講
座
と
そ
の
登
録
、

日
本
語
教
室
立
ち
上
げ
を
支
援
し
、
外

国
人
区
民
が
気
軽
に
日
本
語
を
学
べ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
外
国
人
区
民
の
困
り
ご
と
へ
の
ｍ
ｉ

ｃ
ｓ
お
お
た
の
対
応
を
伺
う
。

答
ｍ
ｉ
ｃ
ｓ
お
お
た
は
、
困
り
ご
と
を

聞
き
、
解
決
へ
の
支
援
を
し
て
い
る
。

相
談
窓
口
は
、
英
語
な
ど
５
つ
の
外
国

語
以
外
は
、
現
在
も
予
約
制
で
対
応
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
相
談
者
に
寄
り

添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
て
い
く
。

松
原
　
元

令
和
大
田
区
議
団

（
た
ち
あ
が
れ
・
維
新
・

ガ
ン
バ
ル
・
創
新
）

●
区
内
ご
み
屋
敷
問
題
つ
い
て

問
台
風
19
号
被
災
自
治
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
「
要
望
」
へ
の
格
段
の
配
慮
を
求

め
る
。
被
災
地
は
別
儀
と
し
て
、
環
境

上
不
良
な
状
態
の
住
居
は
周
辺
環
境
に

脅
威
を
与
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

福
祉
的
な
支
援
を
過
度
に
優
先
せ
ず
、

周
辺
環
境
を
考
慮
し
て
、
行
政
代
執
行

も
視
野
に
置
き
、
環
境
上
不
良
な
状
態

の
住
居
の
解
消
に
向
け
て
、
対
応
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
関
係
部
局
と
調
整
の
上
、
環
境
上
不

良
な
状
態
の
住
居
の
把
握
に
努
め
て
い

く
。
ま
た
、
居
住
者
と
の
話
し
合
い
は

も
ち
ろ
ん
、
必
要
に
応
じ
指
導
も
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、
近
隣
住
民
の
方

に
も
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

植
田
　
智
一

令
和
大
田
区
議
団

（
た
ち
あ
が
れ
・
維
新
・

ガ
ン
バ
ル
・
創
新
）

●
中
国
湖
北
省
武
漢
で
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
感
染
予
防
を
ど
の
よ
う
に
区
民
へ

周
知
し
、
感
染
者
が
出
た
場
合
、
保
健

所
は
ど
の
よ
う
な
対
応
と
な
る
の
か
伺

う
。

答
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

情
報
発
信
し
て
お
り
、
町
会
回
覧
板
な

ど
で
も
周
知
し
て
い
る
。
３
月
に
は
区

報
臨
時
号
も
発
刊
し
、
感
染
予
防
策
や

相
談
窓
口
な
ど
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
も
、
分
か
り
や
す
い
周
知
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
濃
厚
接
触
者
に

つ
い
て
は
調
査
に
て
確
認
し
、
14
日
間

の
健
康
観
察
を
指
示
す
る
こ
と
に
な
る
。

発
症
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
受
診

の
上
、
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

問
区
に
は
マ
ス
ク
の
在
庫
が
あ
る
と
伺

っ
て
い
る
が
、
マ
ス
ク
を
区
民
へ
配
布

し
て
は
い
か
が
か
。

答
区
で
は
、
医
療
従
事
者
の
必
要
物
品

と
し
て
マ
ス
ク
を
備
蓄
し
て
い
る
。
現

時
点
で
は
、
区
民
へ
の
マ
ス
ク
配
布
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

馬
橋
　
靖
世

大
田

無
所
属
の
会

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
資
源
回
収
事
業
は
、
回
収
か
ら
売
却

ま
で
に
か
か
る
費
用
と
売
却
に
よ
る
収

入
の
バ
ラ
ン
ス
に
鑑
み
る
と
、
あ
く
ま

で
環
境
対
策
と
し
て
の
事
業
で
あ
る
。

今
後
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
た
上

で
、
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
区
は
ど
の

よ
う
な
方
向
性
を
持
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
に
取
り
組
む
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

答
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
コ
ス
ト
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
発
信
し
、
発

生
抑
制
、
再
使
用
の
推
進
に
つ
な
げ
て

い
く
。
ま
た
、
集
団
回
収
が
よ
り
充
実

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
よ
り
、
発
生
抑
制
や
再

使
用
を
優
先
し
、
ご
み
を
出
さ
な
い
生

活
へ
の
転
換
を
図
り
、
適
正
に
分
別
さ

れ
た
資
源
が
無
駄
な
く
再
利
用
さ
れ
る

資
源
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

＊産後ドゥーラ（4面３段・22行目）
ドゥーラとは、ギリシャ語で「他の女性を支援する、経験
豊かな女性」を意味し、産前産後の女性特有のニーズに応
え、心身の安定やスムーズな育児生活への導入をサポート
する人を指す。
＊5G（５面３段・３行目）
５th Generationの略で第五世代の無線移動通信技術の
こと。最高伝送速度及び同時接続機器数は現行の4Gの約
100倍。

用語解説

傍
聴
席
で
の
撮
影
・
録
音

な
ど
は
原
則
と
し
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
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2年度予算の財政規模（会計別前年度比）

一般会計

2,873億8,746万2千円
（1.9％増）

高齢者や障がい者の福祉、保育園・児童館の運営など（福祉費）　	 5,402円
防災対策や区役所・出張所の運営など（総務費）　	 1,339円
小・中学校、教育関係の経費など（教育費）　	 1,185円
道路、公園の整備など（土木費）　	 715円
清掃事業など（環境清掃費）　	 385円
保健所の運営など（衛生費）　	 305円

まちづくり事業など（都市整備費）　	 258円
産業振興など（産業経済費）　	 196円
区債の償還など（公債費）　	 156円
区議会の運営（議会費）　	 39円
予備費	 10円
諸支出金	 8円

大田区の予算を1万円にたとえると、そのつかいみちは…

2,873 億 8,746万2千円 2,873 億 8,746万2千円

地方譲与税（0.8%）
22億1,000万1千円

利子割交付金（0.1%）
2億2,500万円

配当割交付金（0.4%）
11億6,000万円

株式等譲渡所得割交付金（0.2%）
6億4,200万円

地方消費税交付金（5.8%）
167億800万円

自動車取得税交付金（0.0%）
1千円

地方特例交付金（0.2%）
5億1,200万円

環境性能割交付金（0.1%）
2億6,100万円

特別区税（26.8%）
771億871万3千円

特別区交付金（24.3%）
698億6,600万円

特別区税（26.8%）
771億871万3千円

特別区交付金（24.3%）
698億6,600万円

国庫支出金（18.4%）
527億7,381万7千円

都支出金（7.8%）
223億4,178万4千円

繰入金（5.6%）
162億2,842万7千円

寄附金（0.1%）
4億2,889万4千円

財産収入（0.4%）
12億3,904万4千円

諸収入（2.6%）73億9,840万7千円
繰越金（0.7%）20億円

特別区債（1.9%）54億円

使用料及び手数料（2.9%）
83億8,311万9千円
分担金及び負担金（0.9%）
24億4,521万6千円
交通安全対策特別交付金（0.0%）
5,603万9千円

議会費（0.4%）
11億2,385万3千円

総務費（13.4%）
384億8,970万1千円

福祉費（54.0%）
1,552億5,848万3千円

総務費（13.4%）
384億8,970万1千円

福祉費（54.0%）
1,552億5,848万3千円

衛生費（3.1%）
87億7,500万4千円

産業経済費（2.0%）
56億3,199万円

土木費（7.2%）
205億6,123万3千円

都市整備費（2.6%）
74億2,633万5千円

環境清掃費（3.8%）
110億5,017万1千円

公債費（1.6%）
44億7,232万4千円

教育費（11.8%）
340億5,445万3千円

諸支出金（0.1%）2億4,391万5千円

予備費（0.1%）3億円

一般会計歳入 一般会計歳出

※�グラフの割合は、原則として表示単位未満を四捨五入しています。
※カッコ内の数字は構成比を表しています。

国民健康保険事業
特別会計 665億6,910万9千円（2.3％減）

後期高齢者医療
特別会計 173億7,693万1千円（3.8％増）

介護保険特別会計 575億7,082万7千円（3.7％増）

令和２年度予算の概要区長提出議案

　令和2年度は、「おおた未来プラン10年」の成果を踏
まえて「新基本計画」を策定する年にあたり、切れ目
ない施策展開を図るため「おおた重点プログラム」を
着実に推進するとともに、4つの重点課題を掲げ、「防
災力の強化・新しい世代の礎となる予算」としました。

● 安心して子どもを産み育てられ、未来を担う子どもたちの成長を応援する取組み
● 生涯を通して誰もが健やかに元気に暮らせるまちづくり
● 住む人、訪れる人が、安全で安心して過ごせるまちづくり
●  東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とした「おおた」の発展に向け

た取組み

防災力の強化・新しい世代の礎となる予算
重
点
課
題
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健康・福祉の充実、
地域拠点の整備

子育て・教育の充実

スポーツ、観光、産業

予算特別委員会での議論から見る
令和２年度予算の主な事業

防災力の強化・新しい世代の
礎となる予算

教師の負担軽減に向けて部活動改革は待ったなしだと
考えるが、負担軽減策や、大会も含めた部活動そのも
のの在り方についての考えを伺う。

部活動指導員を令和２年度は19名、３年度は28名に
増員する。また、大田区立学校に係る部活動の方針に

おいて、休養日や部活動時間の基準を設定し、大会などの
内容や行事を精査するように進め、適切な部活動の運営に
向け、競技団体や関係部局と連携を図るよう示している。

令和２年度の具体的なシティプロモーションの取り組みについて伺う。

シティプロモーション専用ホームページの機能拡充、魅力的なおおたのスポットを
手軽に投稿していただくフォトキャンペーンなどに取り組んでいく。動画を活用し

た各種イベント予告やライブ配信などの取り組みの他、特撮のＤＮＡ展でネットワークを
構築した事業者・団体と更に連携を強化し、区の魅力アップにつなげていく。

はねぴょん健康ポイントの現在の状況と年代別の参加
状況、そこから見える課題について伺う。

現時点で5,500人以上の方に参
加いただいている。男女比で

は、男性が約40%、女性が約60%で
女性が高い傾向、年代別では、30歳
代から50歳代の登録者が全体の7割
を占めている。60歳代以上は全体の
２割という状況であったことから、
今後は、60歳代以上の登録者も増や
していく必要があると考えている。

大腸がん検診を無料にした
経緯について伺う。

平成26年度に、自己負担制を導入した。27年度には
受診者数の上限を撤廃し、その後、受診者数は大幅に

増加しているが、28年度以降はやや減少傾向にある。そこ
で、令和２年度に限り大腸がん検診の無料化を計画してい
る。単年度に限っての検診無料化は、今年は無料だから行
こうという人の行動を誘発する「ナッジ理論」を活用して
いる。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

● シティプロモーション事業の実施 1,839万円
● ＭＩＣＥの推進 870万円
● （仮称）スマート商店街実証実験事業 5,000万円

● はねぴょん健康ポイントの充実 5,584万円
● がん対策の強化及び新たな検診の導入 1億7,763万円
● 人生100年を見据えた健康寿命延伸プロジェクト
 1,601万円
● 人生100年時代における老いじたくの推進 234万円

● 教員の働き方改革 2億6,782万円
● 待機児童対策の推進 56億8,426万円
　�（認可保育所の整備、認証保育所の認可化移行、ベビー
シッター利用者への支援拡大など）

● 校舎の改築 55億1,199万円

安全・安心の確保、環境対策、
まちづくり

令和２年度のマイ・タイムラインの事業の詳細、また、昨年度から新たに検討され
た内容について伺う。

台風19号の教訓も踏まえ、地
域の水害リスクを理解し、避

難行動を時系列に整理し自分や家族
の命を守る行動につなげるため、講
習会をはじめとした、マイ・タイム
ラインの普及事業を実施していく。
講習会の実施にあたっては、区の特
性を踏まえ、大田区版のマイ・タイ
ムラインシートを作成するなど、よ
り工夫を凝らして講習会を実施して
いく予定である。

新空港線整備事業について、「見える化」としての成果を伺う。

3月18日に小池都知事と面会
した結果、都と区において、

まちづくりの要素などを加味した事
業プランとすることを目的とした協
議の場を新たに設置することについ
て、都区双方の幹部立ち会いの下、確
認した。この協議の場の設置は、新
空港線の実現に向けて、更に大きな
一歩となるものと確信している。

Q

Q

A

A

● 災害への備えの更なる強化 5億9,434万円
　�（田園調布地区内水解析検討、水防資機材センター建設工事、マイ・タイムライン普及促進、
企業防災普及啓発、子ども向け防災ハンドブックの作成、全区立小学校に防災ヘルメット配
備など）

● 新空港線の整備主体設立及び関連事業 1億9,832万円
● 羽田空港跡地における成長戦略拠点の形成 9億4,884万円
● 蒲田駅・大森駅周辺地区の整備 5億8,655万円
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予算が決まるまで 予算審査の進め方

　区の当初予算案が確定すると、第１回
定例会で、区長から議案（議会で決める
案件）として提出されます。
　当初予算案の概要は、大田区のホーム
ページなどで公表されています。

　議会に提出された議案の多くは委員
会に送られ、委員会で専門的に審査しま
す。これを「委員会に付託する」といい
ます。提出された予算案は、予算特別委
員会設置後、同委員会に付託されます。

　予算審査のために特別に設置される
委員会です。予算案を詳しく審査し、委
員会としての考えを表明するための表
決を行います。

　委員会で審査した付託議案（予算案）
の審査結果を、委員長が本会議で報告し
ます。

　予算は本会議で議決（賛否のどちらか
に議会の意思を決定）します。予算案を
可決すると、区の「当初予算」の成立と
なります。

　予算が成立すると、４月から執行が可
能になります。年度途中で変更が必要に
なった場合は、「補正予算案」が組まれ、
議案として付託委員会で審査、本会議で
議決します。

議案（予算案）提出 議案付託 予算特別委員会

委員長報告議決予算成立・執行

令和2年
度

予算書

令和2年
度

予算書
（案）

1 2 3

456

大田区議会は、定例会を年４回開催することが条例で
定められています。区の当初予算については、第１回
定例会の中で審査し、議決します。

　この度、大田区議会は、予算審査を含む第１回定例会を無事に終えることがで
きました。
　第１回定例会を迎えるにあたり、新型コロナウイルス感染症の国内外への影響
が日に日に大きくなる中、大田区議会といたしましても、議会の権能と感染拡大
防止の観点から、決断と対応を迫られました。大田区議会は、区の対策本部設置
に伴い、議会としての対応を協議するため、議会新型コロナウイルス感染症対策
本部を立ち上げ、情報の一元化を図りつつ、対策の検討を重ねています。
　協議の結果、区民の代表である議会として、十分な審議の時間を確保しつつ、
議員・理事者等関係者が感染または濃厚接触者となった際のリスクを考慮し、あ
えて５月15日まで会期を大幅に延長しました。一方、区民の皆様に向けては、ホー
ムページを通じて、体調がすぐれない場合は傍聴をご遠慮いただきたい旨を伝え
つつ、会議の冒頭には議長・委員長から傍聴者へ向けて体調不良が認められた場
合等、状況によっては退場をお願いする場合がある旨の案内をしたほか、アル
コールによる手指の消毒を徹底するなど、リスク管理のためにあらゆる対応をと
りました。また、３月２日には、区内産業が危機的状況にあることを踏まえ、区
長に対して３項目からなる緊急支援策を求める要望書を提出しました。
　大田区議会が、充実した議案・予算審査を行うことができたのは、医療従事者
の皆様、議会を傍聴いただいた皆様、松原区長をはじめとした執行機関ほか関係
者にご協力いただいた結果でございます。議員一同心から感謝申し上げます。

大田区議会議長
塩野目　正樹

第１回定例会議案等・予算特別委員会の審査を終えて

議会新型コロナウイルス感染症
対策本部の会議の様子

新型コロナウイルスに関連した感染症に伴う
区内産業の経営等に対する緊急支援策の要望について（抜粋）

令和２年３月２日
大田区長
　　松　原　忠　義　様

大田区議会議長　　
塩野目　正　樹

１��中国経済等の影響を受け、受注が大きく落ち込み急速に収益が悪化し
ている中小・零細企業等に向けた緊急的な経営支援策の実施。

２��キャンセルが相次ぎ、集客が激減している飲食店等に対する緊急的な
経営支援策の実施。

３��その他、現下の状況がさらに変化したことを受けて、今後、区民生活
に大きな影響が出た場合における各種支援策の速やかな実施。
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9 会議録検索システム 区議会の会議録がインターネットを利用して、検索閲覧できます。

　令和２年度大田区一般会計予算及び国民健康保
険事業・後期高齢者医療・介護保険の各特別会計
予算について、２月25日の本会議で予算特別委員
会（議長を除く49名で構成）を設置し、３月６日
から23日までの実質８日間にわたり集中的に審査
しました。これらの予算に対する各会派の意見は
次のとおりです。
　なお、一般会計及び各特別会計予算は賛成者多
数で可決しました。 予算特別委員会審査の様子

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　令和２年度予算は、「防災力を強化・新しい世代の礎
となる予算」とし、水防対策を重点プログラムに置き先
の台風19号における大規模な浸水被害の発生原因究明や、
マイ・タイムラインの普及促進等の防災施策を進めると
しました。また、待機児童対策の推進、給付型奨学金の
創設、引きこもり支援の充実、呑川の水質改善対策、大
手コンビニへのAED設置などは、当区議団が昨年より特

に要望を行ってきた内容であり、区の取り組みを評価致
します。しかし、新空港線の整備主体設立及び関連事業
に関して、区の説明と実際の進捗に大きな隔たりが認め
られます。区には区議会と区民に対し透明性を保った説
明を行うことを強く求めます。また、新型コロナウイル
ス対策として、大田区が備蓄マスクを中国へ送付しまし
たが、本来は区議会に諮るべき事案であったと考えます。

　新年度予算には認可保育園整備、小中学校体育館空調
設備の整備、高校生への給付型奨学金の創設、大腸がん
検診無料化、不妊治療の助成等区民の要求が反映され評
価できます。しかし公共施設使用料の値上げを進め、一
方で新空港線計画、羽田空港跡地開発、公民連携等大企
業の利益優先の予算に反対です。新型コロナウイルス感
染問題は区民の命・暮らし、営業を守り、休校に伴う児

童生徒の心に寄り添い学習の保障を強く求めました。党
区議団の保育料・給食費無償化、中小企業支援拡充、海
外訪問中止、新空港線関係の事業廃止等の編成替え提案
は否決されました。各特別会計は国民健康保険事業は保
険料値上げ、低所得・多子世帯負担増。後期高齢者医療
制度は、年齢で差別する人権侵害を合法化。介護保険は
要支援1・2の保険外しサービス低下のため反対しました。

　令和２年度予算は、防災力の強化と子育て・教育施策
の拡充に注力しつつ、喫緊の社会課題の解決に向け、必
要性の高い事業に適正に配分されている点を評価し賛成
します。区議会公明党が要望した宿泊型産後ケアの開始、
全小学校への防災ヘルメット配備、感震ブレーカーの設
置事業、老いじたくの推進などが反映された点も評価す
ると共に、深刻化する新型肺炎への対応として、区民税

や保険料の納付が困難な方への個別の納付相談に加え、
延滞金の減免や免除などについても求めました。予算特
別委員会で提案した熱中症計と冷水機の設置、災害時要
支援者の個別支援計画策定、障がい者のマイ・タイムラ
イン作成、さぽーとぴあ短期入所事業の充実、学校防災
教育・体制の充実、寡婦控除適用拡大の周知と申告、学
校体育館等の床のメンテナンスなどを強く要望します。

　区が区内小規模事業者に対し、いち早く23区中最高レ
ベルの緊急経済対策を独自に打ち出したことを高く評価
します。現下の急激な経済情勢の悪化においてこそ、区
政を安定的に運営させていくための財政基金の機能を発
揮するべきと考えます。区民税や国保料に関しても丁寧
で柔軟な対応を求めると共に、公共施設使用料の改定に
関しても現状に配慮した区政運営を要望します。各種イ

ベントや経常経費の聖域なき見直し、業務改善など多角
的な取り組み等大胆な改革を求める一方で、投資的経費
については一律の削減とするのではなく重点的かつ効果
的に財源投下をするべきと考え本予算に賛成します。新
型コロナウイルス感染症対策に関しても公衆衛生の観点
はもちろんのこと、経済・消費、区民生活全般に総合的
な対策を時期を逸することなく行うことを要望します。

昨年の風水害から学び、大田区の防災力強化を要望

大型開発を見直し区民の命・暮らし・営業を守る区政へ

変化の時代を見据えた、持続可能な区政運営を

大胆な改革と効果的な財源投下による行財政運営に期待

令和大田区議団

日本共産党大田区議団

大田区議会公明党

自由民主党大田区民連合

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

予算に対する各会派の意見令和2年度

大橋武司　副委員長 渡司幸　委員長

（�たちあがれ・維新・
ガンバル・創新）
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創
業
支
援
施
設
条
例

　
大
田
区
南
六
郷
創
業
支
援
施
設
条
例

の
制
定
に
伴
い
、
施
設
の
使
用
を
終

了
す
る
。

◆
大
田
区
身
体
障
害
者
奨
学
金
貸
付
条

例
　
身
体
障
害
者
奨
学
金
貸
付
制
度
を
廃

止
し
、
大
田
区
奨
学
金
貸
付
条
例
に

よ
る
奨
学
金
貸
付
制
度
へ
統
合
す
る
。

協
議

◎
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
経
費
の
支
弁
の
方
法
を
変
更
す
る
。

そ
の
他

◎
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

　
⑴
江
東
区
青
海
三
丁
目
南
側
地
先
中

央
防
波
堤
外
側
公
有
水
面
（
中
央
防

波
堤
外
側
埋
立
地
そ
の
１
第
１
工

区
）（
区
画
Ｃ
２
）

　
⑵
江
東
区
青
海
三
丁
目
南
側
地
先
中

央
防
波
堤
外
側
公
有
水
面
（
中
央
防

波
堤
外
側
埋
立
地
第
２
工
区
Ａ
区
）

◎
あ
ら
た
に
加
え
る
市
街
地
の
区
域
及

び
当
該
区
域
に
お
け
る
住
居
表
示
の

方
法
に
つ
い
て

　
⑴
江
東
区
青
海
三
丁
目
南
側
地
先
中

央
防
波
堤
外
側
公
有
水
面
（
中
央
防

波
堤
外
側
埋
立
地
そ
の
１
第
１
工

区
）（
区
画
Ｃ
２
）

　
⑵
江
東
区
青
海
三
丁
目
南
側
地
先
中

央
防
波
堤
外
側
公
有
水
面
（
中
央
防

波
堤
外
側
埋
立
地
第
２
工
区
Ａ
区
）

　
住
居
表
示
の
方
法
：
街
区
方
式

報
告

●
民
事
訴
訟
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分

　
建
物
明
渡
し
等
を
求
め
る
訴
え
の
提

起
　
処
分
日
：
令
和
２
年
１
月
21
日

　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
０
円

●
訴
訟
上
の
和
解
に
係
る
専
決
処
分

　
訴
訟
上
の
和
解

　
処
分
日
：
令
和
元
年
12
月
19
日

●
区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額
決

定
に
係
る
専
決
処
分

　
⑴
庁
有
車
に
よ
る
車
両
損
傷
事
故

　
処
分
日
：
令
和
２
年
１
月
15
日

　
賠
償
金
額
：
11
万
４
、
７
８
５
円

　
⑵
庁
有
車
に
よ
る
車
両
損
傷
事
故

　
処
分
日
：
令
和
２
年
１
月
６
日�

　
賠
償
金
額
：
16
万
８
、
６
１
８
円

　
⑶
区
道
上
に
お
け
る
車
両
損
傷
事
故

　
処
分
日
：
令
和
２
年
１
月
10
日

　
賠
償
金
額
：
９
、
１
２
９
円

　
⑷
ご
み
収
集
作
業
車
に
よ
る
物
損
事

故
　
処
分
日
：
令
和
元
年
12
月
18
日

　
賠
償
金
額
：
６
万
円

　
⑸
東
京
都
に
対
す
る
違
約
加
算
金
の

発
生
事
故

　
処
分
日
：
令
和
２
年
２
月
13
日

　
賠
償
金
額
：
２
万
８
、
１
９
４
円

　
⑹
職
員
の
業
務
上
横
領
に
よ
る
損
害

発
生
事
故

　
処
分
日
：
令
和
２
年
２
月
25
日

　
賠
償
金
額
：
37
万
４
、
０
５
４
円

　
⑺
電
気
料
金
の
支
払
遅
延
に
よ
る
損

害
金
の
発
生
事
故

　
処
分
日
：
令
和
２
年
２
月
17
日

　
賠
償
金
額
：
５
、
７
０
０
円

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

●
仮
称
大
田
区
新
蒲
田
一
丁
目
複
合
施

設
新
築
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
元
年
12
月
27
日

　
契
約
金
額
を
35
億
２
、
０
０
０
万
円

か
ら
34
億
７
、
９
３
８
万
８
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
大
森
第
七
中
学
校
校
舎
改

築
そ
の
他
工
事
（
Ⅰ
期
）
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
元
年
12
月
27
日

　
契
約
金
額
を
32
億
２
、
３
０
０
万
円

か
ら
32
億
３
、
３
６
８
万
１
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
志
茂
田
小
学
校
及
び
大
田

区
立
志
茂
田
中
学
校
ほ
か
３
施
設
外

構
そ
の
他
工
事
（
Ⅱ
期
）
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
元
年
12
月
９
日

　
契
約
金
額
を
５
億
３
、
２
１
１
万
７
、

０
０
０
円
か
ら
５
億
４
、
１
２
９
万

１
、
０
０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
森
ケ
崎
公
園
改
良
工
事
そ
の
４
（
多

目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
２
年
１
月
15
日

　
契
約
金
額
を
２
億
３
、
３
３
１
万
円

か
ら
２
億
４
、
１
２
３
万
４
、
４
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
大
森
第
四
小
学
校
校
舎

（
棟
番
号
⑦
－
１
そ
の
他
）
取
壊
し

そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
２
年
１
月
15
日

　
契
約
金
額
を
１
億
４
、
８
５
０
万
円

か
ら
１
億
５
、
５
３
６
万
４
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

◎
日
野
春
代　
◎
小
泉
顕
宏

◎
石
垣
晴
子　
◎
須
賀
伸
子

◎
町
田
恭
子　
◎
立
本
宗
一

議
員
提
出
議
案

◎
柔
軟
仕
上
げ
剤
な
ど
に
含
ま
れ
る
香

料
の
健
康
影
響
に
関
す
る
調
査
等
を

求
め
る
意
見
書（

12
面
に
全
文
を
掲
載
）

定
例
会
で
決
ま
っ
た

議
案
な
ど

第1回

　今号の１面に掲載したイラスト
は、大田区立勝海舟記念館と桜の
景色です。国登録有形文化財であ
る旧清明文庫を活用し、令和元年
９月７日に開館したこの記念館は、
海舟の功績や大田区との縁を紹介
すると共に、海舟の想いと地域の
歴史を伝えています。

　ホームページで議会の新着情報や議
員名簿、会議日程などをお知らせして
います。ぜひご活用ください。
大田区議会ホームページアドレス
http://www.city.ota.tokyo.jp/
gikai/

ホームページのご案内
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意見が異なった議案に対する各会派の態度

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

大
田
区
議
会
公
明
党

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

令
和
大
田
区
議
団
（
た
ち
あ
が
れ
・
維
新
・
ガ
ン
バ
ル
・
創
新
）

立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団

大
田
区
議
会
緑
の
党

無
所
属
を
つ
ら
ぬ
く
会

フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

大
田
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
田
無
所
属
の
会

大
田
区
民
の
会
令
和

大
田
区
議
会
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

結
　
　
果

⒂ ⑿ ⑻ ⑸ ⑶ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

令和2年度
予算

一般会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ 可決
国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ 可決
後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可決
介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可決

令和元年度
補正予算

一般会計（第5次） 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
国民健康保険事業特別会計（第１次） 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
後期高齢者医療特別会計（第２次） 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
介護保険特別会計（第２次） 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決

条例の制定 大田区南六郷創業支援施設条例 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
大田区長等の給料の特例に関する条例 ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

条例の
一部改正

大田区積立基金条例 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
大田区立消費者生活センター条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区区民活動支援施設条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区特別出張所付属施設条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立区民センター条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立文化センター条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立大森東地域センター条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立ライフコミュニティ西馬込条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立池上会館条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立山王会館条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区多文化共生推進センター条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区民プラザ条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区民ホール条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田文化の森条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立大森スポーツセンター条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区奨学金貸付条例 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
大田区老人いこいの家条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
大田区国家戦略特別区域外国人滞在施設
経営事業に関する条例 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決

地域力を生かした大田区まちづくり条例 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
大田区私道整備助成条例 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
大田区私道排水設備助成条例 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
大田区立公園条例 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立下水道関連施設公園等の設置及
び管理に関する条例 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ × × 〇 〇 ○ 可決

大田区立多摩川緑地付属施設条例 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立共同利用施設条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立多摩川集会室条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区立保育園条例 〇 〇 × ○ ○ × ○ × × 〇 〇 ○ 可決
大田区国民健康保険条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ 可決

条例の廃止 大田区創業支援施設条例 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決
大田区身体障害者奨学金貸付条例 〇 〇 × ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 〇 ○ 可決

議員提出
議案

大田区議会議員の議員報酬、費用弁償及
び期末手当に関する条例の一部を改正す
る条例

× × ○ ×4
棄権1 ○ ○ 〇 ○ ○ × 〇 × 否決

大田区心身障害者福祉手当条例の一部を
改正する条例 × × ○ × 〇 〇 × 〇 〇 × × × 否決

大田区就学援助費支給条例 × × ○ × 〇 〇 × 〇 〇 × × × 否決

会���派���名
（所属議員数）

件　　　名

○：賛成　×：反対　棄権：表決に加わらなかった

情
（
不
採
択
）

●
東
京
都
の
「
新
た
な
病
院
運
営
改
革

（
独
法
化
）
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
関
す
る

陳
情
（
不
採
択
）

●
東
京
五
輪
を
前
に
し
た
野
宿
者
排
除

に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現

の
た
め
夜
勤
改
善
と
大
幅
増
員
を
求

め
る
請
願
（
不
採
択
）

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

●
新
空
港
線
と
蒲
田
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
と
を
連
動
す
る
計
画
の
見
直
し

　
今
定
例
会
で
委
員
会
付
託
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

か
っ
こ
内
が
審
議
結
果
で
す
。

総
務
財
政
委
員
会

●
高
過
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き

下
げ
な
ど
を
求
め
る
陳
情（
不
採
択
）

●
性
犯
罪
に
か
か
わ
る
刑
法
改
正
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

（
継
続
）

健
康
福
祉
委
員
会

●
国
に
対
し
て
福
祉
職
員
の
大
幅
な
増

員
と
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
陳

定
例
会
の

請
願
・
陳
情
の
結
果

第1回

を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

こ
ど
も
文
教
委
員
会

●
区
立
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
を

求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

羽
田
空
港
対
策
特
別
委
員
会

●
羽
田
空
港
機
能
強
化
に
関
す
る
陳
情

（
不
採
択
）

●
新
飛
行
経
路
Ｂ
滑
走
路
か
ら
の
離
陸

に
よ
る
羽
田
住
宅
街
の
騒
音
公
害
に

関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
新
飛
行
ル
ー
ト
か
ら
区
民
を
守
る
た

め
の
区
議
会
決
議
を
求
め
る
陳
情

　
（
不
採
択
）

●
国
交
省
航
空
局
編
「
羽
田
空
港
の
こ

れ
か
ら
」
に
み
る
落
下
物
件
数
の
訂

正
を
求
め
る
請
願
（
不
採
択
）

●
新
飛
行
ル
ー
ト
で
懸
念
さ
れ
る
大
田

区
に
関
係
す
る
重
大
航
空
機
事
故
等

も
含
め
た
対
策
を
求
め
る
陳
情

　
（
不
採
択
）

●
新
ル
ー
ト
の
前
倒
し
の
実
機
飛
行
確

認
を
行
っ
た
国
へ
大
田
区
か
ら
抗
議

を
し
て
ほ
し
い
と
願
う
陳
情

　
（
不
採
択
）

●
運
用
開
始
前
に
新
飛
行
ル
ー
ト
に
よ

る
飛
行
条
件
の
確
認
を
国
交
省
に
求

め
て
ほ
し
い
陳
情
（
不
採
択
）

●
２
０
２
０
年
２
月
３
日
羽
田
五
十
間

鼻
の
Ｂ
滑
走
路
離
陸
機
の
轟
音
と
巨

大
な
機
体
を
心
配
す
る
陳
情

　
（
不
採
択
）

令和元年度一般会計補正予算（第５次）を可決
　第１回定例会に提出され
た令和元年度一般会計補正
予算（第５次）は、第４次補
正予算編成後に生じた状況
の変化に速やかに対応する
ため、41億2,032万２千円
を減額するものです。今回
の一般会計補正予算で計上
された主な事業は、以下の
とおりです（▲は減額）。

総務費
●土地開発公社貸付金	 ▲12億1,328万円
　土地開発公社貸付金の減
福祉費
●大田区次世代育成支援緊急対策整備事業
	 10億5,428万8千円
　私立認可保育所への開設準備経費補助額の増
衛生費
●乳幼児等予防接種	 ▲7億1,633万2千円
　受診対象者変更等による減

産業経済費
●産業支援施設その他の維持管理費	 ▲2億9,998万7千円
　契約内容等の変更、及び契約落差による減
土木費
●大森駅エスカレーター新設・改良	 ▲4億6,970万円
　工事内容変更に伴う施工時期見直しによる減
都市整備費
●新空港線整備資金積立基金積立金	 10億円
　新空港線整備資金積立基金積立金の増
教育費
●校舎の改築（小学校費）	 ▲3億2,777万4千円
　契約落差等による減

一般会計補正予算（第５次）の主な事業

　動画共有サイトYouTube内「大
田区議会チャンネル」にて、議会の
様子を動画配信しています。	区議
会ホームページ内「議会中継」から
も見ることができます。
　映像は、デジタルサイネージな
どで放映しているライブ中継を録
画したものです。

議会中継の動画配信のご案内



議員研修会を開催

開催日 令和元年９月19日（木）
テーマ 公共健康学「100年後を見据えた健康モデルタウン」
講　師 近藤　克則 氏

　　　　　（千葉大学予防医学センター社会予防医学研究部門教授）

　大田区議会では、区政に関係する諸課題について知識や議論を深めるため、
各分野の専門家を招き、全議員を対象とした研修会を毎年開催しています。
　令和元年度は、２回の開催を予定していましたが、令和２年３月の研修会は、
新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から延期することとなりました。

長野県東御市を親善訪問
期　　間 令和元年12月24日（火）から12月25日（水）まで
訪問都市 長野県東御市
訪問議員 大森昭彦、塩野目正樹、鈴木隆之、渡司幸、

　　　　　海老澤圭介、岡元由美、勝亦聡、秋成靖、玉川英俊、
　　　　　田村英樹、清水菊美、杉山公一、須藤英児、
　　　　　庄嶋孝広、小川あずさ

　議長、副議長はじめ、自民・公明・共産・令和・立憲の５会派、
全15名で、大田区と友好都市提携及び防災協定を締結している長野
県東御市及び東御市議会を訪問しました。花岡利夫市長、横山好範
議長、阿部貴代枝副議長をはじめ東御市議会議員の皆様から温かい
歓迎を受けました。
　東御市庁舎で行われた議員研修会では、令和元年10月12日の台
風19号の災害状況を踏まえた防災などに関する活発な意見交換を行
いました。
　議員研修会のほか、ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸屋内プールを
はじめ、台風19号の災害現場である海野宿橋、生ごみリサイクル施
設のエコクリーンとうみ、木質バイオマス発電施設などを視察し、
東御市の様々な取り組みを学びました。
　今回の親善訪問によって、双方の活性化につながる重要な交流が
でき、引き続き更なる友好交流を深めていくことを確認いたしまし
た。

東御市議会正副議長と大田区議会議員研修会の様子

　近年の「香り」ブームの中、香料入りの柔軟仕上げ剤や消臭除菌スプレーなどによって、健康への影響を訴える人が急増している。このような中、石けん
や洗剤などの生産者団体である日本石鹸洗剤工業会は、「衣料用柔軟仕上げ剤の品質表示自主基準」に、香りに関する注意喚起として周囲への配慮と適正使用
量を守る旨を表示することを追加する改定を行っている。
　一方、香料等についての具体的な法的規制のない日本において、香料等によって引き起こされるさまざまな症状に苦しむ人の健康への影響を低減すること
は、現段階では困難な状況にある。更に柔軟仕上げ剤や消臭除菌スプレーなどに代表される香り商品には、香料をはじめいくつもの揮発性の化学物質が含ま
れているものの、現状においてはこれらの化学物質の使用が健康に対して何らかの症状を与えるという、発症に至る原因や仕組みは解明されていない。
　しかしながら、香りによる健康影響は、たばこの受動喫煙と同様、自らは使用していない製品によっても影響を受けることがあり、他人が使用する香料等に
暴露して健康に影響が及ぶおそれがある。香料等に含まれる化学物質によって健康に与える影響を低減するために、必要かつ効果的な対策を講じるには、迅
速に実態の把握と香料の健康影響に関する調査・研究を行うことが必要である。
　よって、大田区議会は国会及び政府に対し、社会的な解決が必要となるこのような課題に対して、症状に苦しむ人に対する支援を行うよう、下記の事項に
ついて取り組むことを要望する。

記
１　香料暴露による健康影響の実態を直ちに調査すること。
２　国民生活センターにおいて香料等による健康影響についての情報提供を徹底するなど、香料等が健康に与える影響について、更なる啓発を行うこと。
３　香料等の健康影響に関する調査・研究を行い、法的規制について検討すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
令和２年３月25日

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣	 宛
厚生労働大臣
経済産業大臣
内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）

大田区議会議長

柔軟仕上げ剤などに含まれる香料の健康影響に関する調査等を求める意見書

　今後、本格的な人口減少や急激な高齢化が進展していきます。公的な医
療・介護サービスのより適切な形への見直しやまちづくりの視点も含め
た、更なる地域コミュニティの構築に向けて、政策検討の一助となるよう
研修会を開催いたしました。
　社会的格差が健康の格差を生み出しているという主張を展開し、日本の代
表的な存在である千葉大学予防医学センター社会予防医学研究部門教授の近
藤講師をお招きしました。
　近藤講師からは、100年後を見据えた健康モデルタウンについて、調査・
研究データを用いて、どのようなまちが健康に結びつくのか、様々な事例を
基に有意義なご講話をいただきました。また、近藤講師と共同研究されてい
るＮＴＴテクノクロス株式会社の方から、ＩＣＴを活用したデータ取得の手
法を実演していただきました。

OTA
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会議中継 本会議などの模様を録画したテレビ中継映像をインターネットで配信しています。 PB12


